
大阪府

兵庫県

兵庫県立大学
高度産業科学技術研究所

ニュースバル放射光施設

大阪大学
レーザーエネルギー学研究センター

激光ⅩⅡ号をはじめとする高強度レーザー装置群

大阪大学
蛋白質研究所

NMR装置群

徳島大学
疾患酵素学研究センター

プロテオミクスファシリティ

徳島県

佐賀県

広島県

京都府

滋賀県

愛知県

神奈川県

東京都

千葉県

茨城県

高エネルギー加速器研究機構
物質構造科学研究所

放射光科学研究施設

日本原子力研究開発機構
原子力科学研究所

研究用原子炉JRR-3

筑波大学
研究基盤総合センター 応用加速器部門

マルチタンデム静電加速器システム

東京理科大学
総合研究機構 赤外自由電子レーザー研究センター

赤外自由電子レーザー

東京工業大学
学術国際情報センター

クラウド型グリーンスパコンTSUBAME2.0

慶應義塾
慶應医科学開放型研究所

ﾏｲｸﾛｱﾚｲ,各種ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ装置,疾患ﾓﾃﾞﾙﾏｳｽ

横浜市立大学
大学院生命ﾅﾉｼｽﾃﾑ科学研究科 生体超分子ｼｽﾃﾑ科学専攻

NMR装置

理化学研究所
横浜研究所 生命分子システム基盤研究領域

NMR立体構造解析ﾊﾟｲﾌﾞﾗｲﾝ･NMR基盤施設

海洋研究開発機構
地球シミュレータセンター

地球シミュレータ

名古屋大学
エコトピア科学研究所

超高圧電子顕微鏡施設

名古屋工業大学
大型設備基盤センター

表面分析装置

立命館大学
SRセンター

放射光利用実験装置

京都大学
防災研究所

分散並列型強震応答実験装置

京都大学
エネルギー理工学研究所

複合ﾋﾞｰﾑ材料照射装置及びﾏﾙﾁｽｹｰﾙ材料評価基盤設備

北海道

北海道大学
創成研究機構オープンファシリティ

同位体顕微鏡システム

室蘭工業大学
環境･エネルギーシステム材料研究開発機構

複合環境効果評価施設（FEEMA)

北海道大学
創成研究機構 スピンイメージング支援室

スピン偏極走査電子顕微鏡

信州大学
カーボン科学研究所

ナノカーボン･デバイス試作・評価装置群

佐賀県地域産業支援センター
九州シンクロトロン光研究センター

放射光光源及びビームライン設備

九州大学
九州大学クリーン実験ステーション

走査型プローブ顕微鏡（SMM,AFM,KFM等）

広島大学
自然科学研究支援開発センター

生命科学分析システム

長野県

群馬県

日本原子力研究開発機構
高崎量子応用研究所

イオン照射研究施設等（TIARA等）

東北大学
流体科学研究所

低乱熱伝導風洞装置

東北大学
未来科学技術共同研究センター

先端的経年損傷計測･評価と破壊制御システム

宮城県

先端研究施設共用促進事業の実施機関（平成24年4月時点 全28機関）

ナノテクノロジーネットワーク
～ナノテクノロジー・材料科学技術の戦略的研究開発・基盤整備～

１．概要
我が国のナノテクノロジー・材料研究を振興するための研究インフラの整備や強化を行う。全国の１３拠点（２６機関）の大学や独立行政法

人等が所有し、他の機関では整備が困難な最先端のナノテクノロジー研究設備の共用機能の構築支援とネットワーク化を実施することで、
若手をはじめ産学官の研究者に最先端設備の利用機会を提供し、研究開発の活性化や分野横断的な活動を推進する。

産学官の先端
研究ニーズ

共用促進共用促進

○イノベーションにつな
がる研究成果の創出

○世界トップレベルの研
究開発能力の維持

独法・大学等が有する
先端研究施設

新しい研究システムの構築

○先端研究施設の最大限活用
○産学官の知識・技術の融合
○横断的・効率的な研究促進

２．ナノテクノロジー・ネットワークにおける取組み

装置の共用部分の確保、技術支援および総合案内体制の整備
利用者の交流・成果発信

若手研究者などへの最先端設備の利用機会の提供と、共同利用の高度化のための拠点間・ユーザー間の検討・情報交換の場作りを
通じた研究協力の促進。

超高圧電子顕微鏡（１２億円）

共用設備の例

加速電圧1000kVの超高圧電子顕微鏡。通常の
TEMよりも厚い試料の観察を行うことが可能。試
料ホルダーの使用により、その場観察も可能。

電子線描画装置（１．５億円）

電子銃から発せられた電子
線を長時間安定して照射す
ることが可能。数nmレベルの
超微細パターンを高精度で
描画することが可能。 線幅100nmの

ラインパターン

拠点間・ユーザー間の検討・情報交換の場

支援業務に関わる意
見交換・情報共有

グループ共通の問題
点整理

ナノテクノロジー・
ネットワークにおける
研究成果の発表

○ナノ・計測分析
○超微細加工
○分子・物質合成
○極限環境

ナノテク総合シンポジウム（年１回） など

機能別グループ会議（各グループ年１，２回）
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ナノテクノロジーネットワーク参画機関 研究機能一覧(平成１９～２３年度)

「北海道イノベーション創出ナノ加工・計測支援ネットワーク」
◎北海道大学
○千歳科学技術大学
ナノ計測・分析／超微細加工

「ﾅﾉﾃｸ融合技術支援ｾﾝﾀｰによるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出支援事業」
◎東北大学
ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成／極限環境

「ＮＩＭＳナノテクノロジー拠点」
◎物質・材料研究機構
○東洋大学
センター機能／ナノ計測・分析
／超微細加工／極限環境

「早稲田大学カスタムナノ造形・デバイス評価支援事業」

◎早稲田大学
ナノ計測・分析／超微細加工

「超微細リソグラフィー・ナノ計測拠点」
◎東京大学
ナノ計測・分析／超微細加工

「電子ビームによるナノ構造造形・観察支援」
◎東京工業大学
ナノ計測・分析／超微細加工

「九州地区ナノテクノロジー拠点ネットワーク」
◎九州大学
○九州シンクロトロン光研究センター、佐賀大

学、北九州産業学術推進機構
ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成

「ナノプロセシング・パートナーシップ・プラットフォーム」
◎産業技術総合研究所
ナノ計測・分析／超微細加工

「放射光を利用したナノ構造・機能の計測・解析」
◎日本原子力研究開発機構
○物質・材料研究機構、立命館大学
ナノ計測・分析

◎：中核機関

○：連携機関

集束イオンビーム装置 等

電子線描画装置

930MHｚ高分解能NMR 等

超高圧電子顕微鏡 等

無冷媒ハイブリッドマグネット 等

精密メッキ装置 等

可変整形ﾋﾞｰﾑ電子線描画装置 等

電子ﾋﾞｰﾑ露光装置 等

「中部地区ナノテク総合支援」
◎自然科学研究機構分子科学研究所
○名古屋大学、名古屋工業大学、豊田工業大学
ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成

カーボンナノチューブ生成装置 等

「京都・先端ナノテク総合支援ネットワーク」
◎京都大学
○北陸先端科学技術大学院大学、奈良先端科学技術大学院大学
ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成

極低温透過型電子顕微鏡 等

SPring-8のビームライン 等

「シリコンナノ加工と高品質真空利用技術に関する支援」
◎広島大学 ○山口大学
超微細加工

ｹﾐｶﾙﾌｨﾙﾀｰ設置ｸﾗｽ10ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ 等

「阪大複合機能ナノファウンダリ」
◎大阪大学 ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成

超高圧電子顕微鏡（H-3000） 等

・人材の育成、
流動性向上

・セーフティネット
機能

・課題の効果的、
効率的解決

【背 景】
・近年、各国は、ナノテクノロジー・材料科学技術を核とした研究開発拠点の整備のために重点的に資金を投入。
・我が国としても、第4期科学技術基本計画を踏まえ、広範かつ多様な研究開発に活用される共通的な施設、設備について、

共同利用体制のより一層の充実、強化を図るとともに、相互のネットワーク化を促進していくことが必要。
【概 要】
・全国の大学等が所有し、他の機関では整備が困難な最先端のナノテクノロジー研究設備を活用し、我が国の研究基盤を強化。
・①微細構造解析②微細加工③分子・物質合成の3つの技術領域において、先端研究設備の強固なプラットフォームを形成する
ことで、若手研究者を含む産学官の利用者に対して、最先端の計測、分析、加工設備の利用機会を高度な技術支援とともに提供。
強化ポイント①：各技術領域に「代表機関」を設置し、プラットフォーム内の運営方針を策定するなど、利便性を向上。
強化ポイント②：3つの技術領域のプラットフォームを横断的に結びつけ、画期的な技術シーズを創出するために、

「連携推進マネージャー」を配置するなど、組織や分野を越えた連携を促進する機能を構築。
強化ポイント③：産業界をはじめ、利用者のニーズを「センター機関」が集約・分析することにより、企業や研究現場の

様々な課題に対して総合的な解決法を提供し、産学官連携及び異分野融合を推進。

3 μm

超高圧透過型電子顕微鏡、
高性能電子顕微鏡（STEM）、

放射光 等

電子線描画装置、エッチング
装置、イオンビーム加工装置、
スパッタ装置 等

分子合成装置、分子設計用
シミュレーション、システム
質量分析装置 等

微細構造解析 微細加工 分子・物質合成

【事業内容】
・事業期間：10年
・技術領域：①微細構造解析②微細加工③分子・物質合成

【各技術領域の内容】
組織や分野を越えた連携機能の強化

（情報の共有）（情報の共有）

各技術領域の強固なプラットフォーム
（装置の共有）（装置の共有）

超高圧透過型電子顕微鏡、電子線描画装置、
分子合成装置など

産学官連携異分野融合 イノベーション創出

ナノテクノロジープラットフォーム
～ 装置と情報：２つの共有化による研究基盤の強化 ～
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「ナノテクノロジープラットフォーム」の事業体制

事業全体を円滑に運営するため、利用
者に対する総合案内（ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ）
を行うとともに、技術領域間の連携・
調整や企業ニーズの集約・分析による
産学官連携・異分野融合等を推進

実施機関

利用者

総合案内

窓口機能

プ
ラ
ッ
トフ

ォ
ー

ム
運

営
等

に
関

す
る

支
援

・助
言

連携推進マネージャーの派遣

研究リソース情報

ニーズ

産業界

技術領域内の運営方針（外部共用に係る目標設定、
利用手続きの共通化等）を確立することにより、支援
機能の高度化や利便性を確保

現場の
課題

支援・提案

ニーズ

支援・提案

共同研究提案

産学官連携の推進
企業

連携推進マネージャーの配置
材料に関する専門能力を駆使し、
産業界や研究現場の様々な課題
に対して総合的な解決法を提供し、
産学官連携、異分野融合を推進

代表機関の役割

センター機関の役割

連携推進マネージャーの役割

センター機関
物質・材料研究機構

微細加工

微細構造解析

分子・物質合成

・総合案内（ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ）
・運営方針の調整
・企業ニーズの集約・分析
・異分野融合の推進
・人材の育成・流動性向上

代表機関
物質・材料研究機構

代表機関
京都大学

代表機関
分子科学研究所

【微細構造解析】 北海道大学、東北大学、物質・材料研究機構、産業技術総合研究所、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、日本原子力研究開発機構、九州大学（１０機関）
【微細加工】 北海道大学、東北大学、筑波大学、物質・材料研究機構、産業技術総合研究所、東京大学、東京工業大学、早稲田大学、名古屋大学、豊田工業大学、京都大学、大阪大学、広島大学、

山口大学、香川大学、北九州産業学術推進機構（１６機関）
【分子・物質合成】 千歳科学技術大学、東北大学、物質・材料研究機構、北陸先端科学技術大学院大学、信州大学、名古屋大学、名古屋工業大学、自然科学研究機構 分子科学研究所、大阪大学、

奈良先端科学技術大学院大学、九州大学（１１機関）
【センター機関】 物質・材料研究機構、科学技術振興機構 （※下線のある機関が代表となる機関）

実施機関

ナノテクノロジープラットフォームの実施体制
（文部科学省）

プラットフォーム運営統括会議
評価、指導及び助言を実施

「ナノテクノロジープラットフォーム」の事業体制

東京工業大学

早稲田大学

自然科学研究機構 分子科学研究所

豊田工業大学

名古屋大学

名古屋工業大学大阪大学

奈良先端科学技術大学院大学

香川大学

九州大学

北九州産業学術推進機構

物質・材料研究機構

産業技術総合研究所

東京大学

東北大学

筑波大学

広島大学

山口大学

京都大学

日本原子力研究開発機構

信州大学

北陸先端科学技術大学院大学

北海道大学

千歳科学技術大学

代
代

代

センター機関
物質・材料研究機構
科学技術振興機構

超高圧透過型電子顕微鏡、
高性能電子顕微鏡（STEM）、

放射光 等

電子線描画装置、エッチング
装置、イオンビーム加工装置、
スパッタ装置 等

分子合成装置、分子設計用
シミュレーション、システム
質量分析装置 等

微細構造解析

微細加工

分子・物質合成

ナノテクノロジープラットフォームの参画機関（全２５機関）

：代表機関
：微細構造解析
：微細加工
：分子・物質合成

代
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